災害時のアウトリーチ（CosDa）に関する研究－学生と専門職による連携の可能性－ by 山本 克彦
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・7月 16日の地震発生の 4日後，筆者と 3名の学生で 7月 20日～ 23日と被災地域の被害
状況等を調査した．そのことで，学生自身に災害支援のイメージが備わった．
②災害 VCの運営支援を経験できたこと







































































































　また筆者は支援 Pとして常総市災害 VCの運営支援にも従事しながら，11月 9日までの期間
に，のべ 28日間の現地滞在をしている．この間，災害 VCの運営支援，サテライト（災害 VC
中継拠点）の調整，地元児童館の再開支援などを行っている．こうした現場でのさまざまな事象
やそこから得た知見なども含め，この事例について論述する．
　①先遣調査期間：9月 11日夜から 13日の 3日間．
　茨城県常総市および栃木県鹿沼市において，被災した地域と被害状況の確認．災害 VCの立ち
上げ準備，避難所の状況を確認している．常総市は鬼怒川決壊によって，東側一帯の想定浸水範










































































































































































































５）2007（平成 19）年の中越沖地震は 7月 16日に発生．マグニチュード（M）6.8，最大震度 6強，人的









７）2015（平成 27年）年の関東・東北豪雨は 9月 9日から 11日にかけて発生した豪雨災害． 茨城県，栃
木県，宮城県などに大きな被害をもたらした．人的被害：死者 8名，負傷者 79名，物的被害：住家全
壊 75棟，半壊 3,851棟，住家一部破損 95棟，床上浸水 3,147棟，床下浸水 8,998棟の被害を出した．
８）常総市ホームページによると 2015.09.11の 13時時点で，浸水範囲は面積 30平方キロメートル．周辺
地域は含んでいない．
９）以下の 4箇所が災害発生当日から 3日めまでに災害 VCを開設した．鹿沼市災害 VC（9/10開設），
小山市災害 VC（9/11開設），栃木市災害 VC（9/11開設），日光市災害 VC（9/13開設）
10）鹿沼市災害 VCの専門職連携チームは，20日に現地入りした看護師ボランティアからスタートし，ケ
アマネージャー，ヘルパー，社協職員によってメンバーが構成されていた．




































・山本克彦（2013）「第 2章 学生ボランティアの組織化とその支援―つながりながら , 支え , 備えるため
に―」，『東日本大震災と NPO・ボランティア―市民の力はいかにして立ち現れたか―』ミネルヴァ書
房，pp.21-46
